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計測結果および考察

結 語

緒日

生活の近代化が進み、一方では生産および加工労働力の不足、労賃の高騰などによって、

衣料消費分野は必然的に、既製衣料時代へと移行している。また生活必需品に対する一般消

費者の関心は、関係機関の積極的な指導と相まって急速に高まっている。その中で、とかく

問題の多いのは衣料品で、特にその規格・寸法の問題は、今日早急に解決を迫られている課

題の一つである。

現在の既製衣料品の規格・寸法については、日本工業規格(J 1 S)は勿論のこと、各メ

ーカーにより、それぞれ規定されているが、これらの基礎資料は、いずれも経験的寸法を集

約したものが多く、実際的寸法によったものは少ない。そのため、各メーカーによって規格

・寸法に相当の差があり、消費者が既製服を選定する場合、はなはだ不安で、また、満足で

きるものが得られないのが実状のようである。

そこで、今回、工業技術院が、文部省・厚生省・日本家政学会・日本繊維製品消費科学会

ボこの研究は著者たちと本学の非常勤講師である兼田照子との共同研究である。



生体計測一身体各部位寸法について(5)ーその工一 -199-

料生活者が、大半をしめ、 62.2%となっている。商・工・自由業は36.4%、農・漁業を営ん

で、いる家庭は僅かである。

第 2表 被計測者の家庭職業別調査 (6"，15才) C%) 

ー，llナ4 校 区 分 年 ρμ 、

月議 業 戸づ'-'こ与a 生 ¥¥  中 戸マヰー 生

6 1 71 8 1 9 I 10 1 11 1 12 1 13 1 14 1 15 1平均

公務員・会社員 65.0 720173O ベベ 550I510 日 62.2 

商・工・自由業 40.91 39.0 34.0 26.01 25.0 36.0: 32.01 45.01 44.01 42.0 36.4 

農・漁 業 O O O 1.0 O O O O 3.0 1.0 0.5 

4Irr: 職 O O 1.0 2.0 O O O 2.0 3.0 0.9 

そ の 他 O O O O O O O O O O 

計 11100.01100.01100.01100.01100.01100.01100.01100.01100.0[100.01 100.0 

E 計測期

計測は小学校児童については、昭和41年7月8日から15日までの 8日間、中学校生徒につ

いては、同年9月5日から10日までの6

日間にわたって行なった。

E 計測部位・計測時の姿勢・計測方

法・計測用具

計測部位・計測時の姿勢・計測方法・

計測用具は、第 1図および第3表のとお

りで、女子中学生は、スリップを着用さ

せ、その他は、下ばきのみ着用のうえ計

測をした。なお、計測点および基準線

は、第2図のとおりである。

第 2章 計測結果および考察

第4表は、 6才から15才までの児童・

生徒の身体各部位の平均値と標準偏差で

ある。次に第3-1・2凶ほ、それらの計測

平均値の年令別推移を、長径・周径・幅

第 1図計測部位

前面 側面

足長

男子の悶図線は月号骨稜のtB:上を計測
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第 3表 計測部位・計測時の姿勢・計測方法・計測用具

計測項目|計測時の姿勢 3十 担『 方 法

計

具
=
長

用
-
一
時

測
一
石
川

十
二

A

Z
=
M
 

1 I身 長|立位正常姿勢|床面から頭頂点までの垂直距離を測る
|右前上腸骨株高Ic上腸骨株高)1 11 床面から右上腸賦点までの垂直距離を測る

l右膝関節古| ム | I ~ (膝 高〉同|椅座k正常姿勢|床面から右腔骨点までの垂直距離を測る
4 I後胴高(胴高)I立位正常姿勢|床面から胴回線と脊面正中線との交点の垂
1 yz IJI"J IRJ¥.!JI"JI"'-I.J 1 J.L- I-!L-iL. m == 1直距離を測る
5 I時E総長51立位・ 10cm開脚|胴囲線を基準にして股上前後の長さを測る
6 1右袖丈(袖丈〉

7 1背 丈

8 1背肩幅

9 I乳頭位胸囲 l
(胸囲

101胴 囲 1

111腰囲|

立|頚付包Jt:!L1 11 頚付根における周径を測る

31右上腕最大囲 11 右上腕における最大周径を測る
上腕囲)

14 I右大腿最大囲|立位 .10cm開脚 i右大腿における最大周径を測る(大腿囲) 1 J.L-I-"- - -'.V'-'lllI71JIJAII 1 

IniS rml立位または i
15 I頭 囲!椅 座 位!眉間点と後頭点とを通る周径を測る

161右足長(足長)I立匙2tzるi題点と足先点との間の直線距離を測る
17 i体 重|立位正常姿勢|

11 

立位正常姿勢|右肩先点から右手首点までの長さを測る
I 背面正中線において頚椎点から胴回線まで
の背面シルエットにそった長さを測る
背面において左右肩先点間の体表にそった
長さを測る

乳頭を通る水平周径を測る

11 

ノY

MARTIN巻尺

11 

11 

λF 

11 

11 

11 

11 

ノ7

11 

11 

MARTIN触角計

体 重 計

グ

11 

ノY

11 胴囲線における水平周径を測る

11 腰囲線における周径を測る

本文中は( )の名称に略す。

第2図計測点および基準線

後頂点

頚椎点

(第7頚椎)

腫烹
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第 3-1図 身体各部位平均値の年令別推移(6 "，15才〉
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生体計測一身体各部位寸法について(5)ーその工一 -203-

第 3-2図 身体各部位平均値の年令別推移(6 ~15才〉
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径・体重の項目別に示したものである。

第5表は、 6--15才聞の各測度問の発育傾向の分散分析を試みたものである。

以上分散分析を行なった結果、各部位共、危険率1%水準で有意を示し、 6--15才間の発

育が認められる。

第6表は、各年令間の増加寸法〈量〉・増加率および有意差の検定を示したものである。

なお、各年令1年間の増加寸法は、たとえば同一対象の 7才時の平均値から、前年の6才時

の平均値を減じた寸法をあげるべきであるが、ここで、は、昭和41年度計測の 7才の平均値か

ら、同年度の6才の平均値を減じ、その差を 1年間の発育増加寸法〈量)とみなした。

相隣る年令聞の差の検定を行なった結果、 6--7才・ 14--15才間をのぞき、ほとんどの年

令聞において、男女とも身体各部位は、危険率 1--5%の水準で有意であり、相隣る年令聞

に増加がみとめられた。

第4表・第3-1図、第3-2図を概観すると、各部位の平均値は、 ほとんどのものが年

令の加わると共に、増加する傾向を示す。第6表によると、各部位の年令別増加量は、年令

のちがし、によって相当の差がみられる。

全年令にわたり男子優位の部位は、袖丈・膝高・脊丈・胸囲・胴囲・頚付根囲、女子優位

の部位は、腰囲・大腿囲・上腕囲であるつ

まず、長径項目についてみると、身長;工、 6才では男子113.7cm、女子111.6cmで;15才まで

の9年間に男子は47.6cm、女子は41.9cm増加し、 15才では男子161.3cm、女子153.5cmとな

っている。 9'" 12才において一時的に女子の方が、やや優位であるが、 13才からの増加は緩

慢である。また、年令聞の増加の最も著しいのは、男子では 13--14才間で、 9.0cmの発育、

次が12--13才間で6.4cm、14--15才聞においてもなお増加の傾向がみられる。女子では、 10

--11才聞の発育が最大で6.8cm、次が 7--8才間の6.3cm、8--9才聞の6.2cmで、 14--15才

間では増加はみられなし、。これらの身長の増加寸法を上半身・下半身に分けて、その増加率

をみると、第7表および第4図のとおりであるの但し、胴高の増加を下半身の増加とみな

す。なお14--15才間については、女子の増加がみられないので、男子の増加寸法とその割合

のみをあらわした。

第7表および第4図によると上半身の増加率は、加令と共に大きくなり、下半身の増加率

は、加令と共に小さくなって、それら 2つの増加率の差は、加令と共に小さくなっているこ

とがわかる。すなわち、年少者では身長の増加の大部分は、下半身の成長でしめられるが、

年長者では、上半身と下半身の成長の割合は、ほぼ等しくなるといえる。すなわち、身長の

伸びについては、 10才頃までは上半身の伸びが2に対し、下半身は8の割合であるが、 12才



-206- (藤田光子・木村ヨシコ・和田みどり)

日-才一
t

一
;
;
:
一
一
ー
材
料
*
一
三
;
;
:
一
ょ
こ
一
:
一
*
一
:
一
一
;
二
一

日一
2

4

J

U

J

U

J

U

M

M

一二一二
U

t

u

-

2

一U
U

一
日
苛
苛
f

u

l

l

一

日一
9
7
一河川山一
ω

司
州
同
一
口
石
川
一
泊
刈
司
司
M
川
河
M
国
司
M
出
羽
一

リ一才一
t

一
一
:
一
材
料
一
林
料
一
ご
料
一
:
一
三
料
一
林
一
林
一
材
料
一
一
*
*
一
林
一
林
一
;
二
一

日一三一
ω
サ

司

日

サ

叶

り

廿

1
4廿
廿
』
M

M

一M
M

一川口一日山一

山一
8

一
土
日
一
江
川
旧
日
山
山
一
山
山
一
二
一
日
一

2
3一山間一出一
m
m

一三
M
M
-
m

問一川山一

し一才一
t

一
:
一
;
;
ご
林
一
:
一
*
林
一
本
料
一
林
一
十
一
一
一
林
*
一
*
一
材
料
十
紳
*
一

統一一一人っ一
υ

剖
日
一
口
川
一
立
立
1
1
1
1
U
3
1
1リ斗川川一

一
川
一
ヨ
;
口
出
出
旦
叩
可
司
団
羽
可
団
山
司
M
出
可
J
1

均一
M

M

一

才一t
一
*
林
一
林
林
一
本
*
一
:
土
料
*
一
*
一
一
一
一
一
一
一
一

J
一一

J
7
一一u
J
U
J
u
u
-
u
u
u

玉川一日一川口市」川口一川口一
J
M

一M
M

一川口一
M
M

一三一日日一

一

r

一
;
江
1
M
m川
司
出
M
川
河
川
叶
刊
叫
す
到
叩
刊
す
口
問
一

性別一一
B

G

一B
G

一B
G

一BG
一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

一B
G

町

一

日

一

誠

一

一

一

関

心

一

日

一

時

一

日

一

日

一

日

一

円

即

一

明

一

日

一

日

一

日

計

二

I

一

2
7
U

「ペーバ司
H
川
つ
汁
汁

4
1
4川
註 tの値は MSwを誤差項として使用した。

t項の数値を略し、有志性符号のみ記入。

相隣る年令間の有意、差の検定

*危険率 α=5%で有志

料危険率 α=1%で有意



生体計測←身体各部位寸法について(5)ーその I一 207-

加寸法・増加率・有意差の検定 (6-----15才〉

1o ........， 11才 1-----12才 12 ，.......， 13才 3-----14才 14 -----15才

cm % …引 ~_I cm % I t cm 1 % t I cm % I t 
6.09 4.6 特 5434 紳 6.36 4.4 3.18' 1. 91 特

6.82 5.1 料 5.24! 3.7 林 5.68 3.9 *ホ 4.63! 3.11 *ネ -0.14!-0.6 

4.04 5.6 **13.151 4.1 キ* 1 3.27 4.1 ネキ 5.021 6. 11 ** 1.841 2.11 * 
4.49 6.2 ** 1 2.891 3.8 キ* 1 2.31 2.9 ホ* 1 2.321 2.8 ネホ -0.66'-0.7 

一

1.81 5.2 林1.481 4.0 料1.50 3.9 キ* 1 2.061 5.2 ホ* 0.711 1.7 
1. 75 5.0 料1.511 4.1 林 0.90 2.3 -0.661-0.8 

一

4.04 5.1 *ネ 3.071 3 . 71 ** 1 3.76 4.4 ** 1 5.20: 5.81 *キ
4.56 5.6 林 3.381 3.9 紳 3.22 3.6 ** 1 2. 501 2. 7 ネネ -0.481-0.5 

一

1.14 2.3 3.861 7.6 林1.40 2.5 * 1 2.471 4.4キ* 0.751 1.2 

1.67 3.1 本 4.28 7.6 本* 2.21 3.6 *ネ 2.90 4.6 本* -0.08 -0.1 

2.12 5.0 本* 2.02 4.5 ネホ 1.52 3.2 ** 3.11 6.5 ** 1.06 2.0 ネ
2.251 5.3 本* 1.74 3.9 ** 1. 73 3.7 ** 1.64 3.4ホ*
1.231 3.8 キキ 2.13 6.3 ** 0.71 1.9 3.52 

1.551 5.2 キホ 1. 78 5.7 ** 1.35 4.0 キキ 1.74 
一一
1.241 3.7 キキ 0.94 2.7 ** 1.70 4.8 *キ 2.10 5.7 キ*
1.191 3.6 キネ 1.02 2.9 *ホ 1.52 4.3 本* 0.95 2.51 * 

3.341 5.2 ** 3.08 4.6 *キ 3.15 4.5 キ* 2.46 3.31 ** 
2.761 4.3 キキ 3.46 5.2 ホ* 3.56 5.1 ホ* 3.24 4.41 ** 
2.851 5.3 ** 2.35 4.2 ** 2.99 5.1 ホキ 0.96 1.5 司2.081 3.9 ネ* 1. 95 3.6 本本 1.45 2.5 * 1.31 

6.1 ** 4.38 6.3 ** 0.75 1.0 4.17 2.061 2.61 ** 

5.00! 7.5 キキ 4.06 5.7 ネキ 1.81 2.4 * 3.56 4.6 ホネ 0.181 0.2 

1.40 4.4 *ネ 1.62 4.9 ** 0.53 1.5 * 1.64 4.6 キ* 1.66 4.5 *ホ
1.66 5.3 ネホ 1.31 3.9 * 0.61 1.7 * 1.99 2.8 ** 

0.82 4.3 * 1.21 6.1 ホキ 0.60 2.8 1.08 5.0 キネ 1.09! 4.81 ** 

0.73 3.7 本 0.85 4.2 キ 1.08 5.1 ** 1.31 5.9 キネ 0.19 

1.65 4.4 キ* 1.67 4.3 キ* 1.62 4.0 *ホ 1.82 4.3 キ* 1.971 4.51 ** 

1. 74 4.4 *ネ 1. 75 4.1 ** 1.34 3.1 キ 3.14 7.1 ** 0.69 1.4 

0.30 0.5 0.73 1.3 ** 0.19 0.3 0.48 0.9 0.22 0.4 

0.81 1.5 ネキ 0.39 0.7 0.46 0.8 -0.20 

1.00 4.8 キ* 0.66 3.0 料 0.98 4.4 ** 1 2.10 3.8 ホ* 1 0.27i 1.1 

0.76 3.7 ** 0.39 1.8 * 1 0.69 3.1 料 0.38 1.61 1-0.14i-0.6 

3.42 12.5 *本 4.22 13.7 ** 1 4.52 12.9 キホ 5.50 13.9 料 3.07! 6.8! ** 

3.69 13.3 キホ 3.81 12.1 料 5.22 14.8 ** 1 4.69 11.6 キネ 0.00 0.0 
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第 7表 各年令聞における身長増加寸法に対する上半身と下半身の割合・増加率(6 ，，-，15才〉

諜TU函F弓17"'-'8才18"'-'9才19"'-'叩才i…才[11"'-'12才112"-13:t113"'-'1中~吋
3.16 5.65 4.76 3.94 9.04 3.18 

3.73 6.29 6.16 3.48 6.82 I 5.24 5.68 4.63 -0.14 

12.34 22.48 24.58 28.17 33.68 43.77 40.88 42.48 41.19 

27.61 26.71 28.25 20.40 33.14 35.50 43.33 46.00 

77.52 75.42 71.83 66.32 56.23 59.12 57.52 58.81 

73.29 71.75 79.60 66.86 64.50 56.67 54.00 

第4図 各年令間における身長増加寸法に対する上半身と下半身の割合・増加率(6 ，，-，15才〉
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頃からは約4 6の割合を示している。

次に、上腸骨東京高・膝高などの一連の長径に関する部位は、いずれも身長の増大とほぼ同

じ傾向を示している。
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上腸骨東京高は、 6才では男子59.3cm、女子58.6cmで、 9年間に男子は29.2cm、女子は24.1

cm増加し、 15才では男子88.5cm、女子82.7cmとなっているつ 9，.....，12才において一時的に女子

の方が優位となるが、 13才をすぎると女子の増加は、ほとんどみられない門しかし、男子は

なお増加の傾向を示し、男女の差が著しくなっている。

膝高は、 6才では男子28.7cm、女子28.5cmで、 9年間に男子は13.5cm、女子は10.4cm増加

し、 15才では男子42.2cm、女子38.9cmとなっている。また男女共加令と共に増加の傾向を示

すが、 13才をすぎると女子の増加はきわめて小となるの

胴高・股上前後長・脊丈については、男女聞にかなりの差があるつこれは胴囲のきめ方が

男女で異なるためで、ある。

袖丈は、 6才では男子35.0cm、女子34.5cmで、 9年間に男子は16.8cm、女子は14.5cm増加

し、 15才では男子51.8cm、女子49.0cmとなっている。また年令間の発育の最も著しいのは、

男子では13--14才間で3.1cm、その他の年令間では 1.5，.....，2.0cmの増加となっている。女子で

は7，.....， 8・8，.....， 9・10，.....，11才聞の発育が大で、年間2.3，.....，2.4cmの増加を示すが、 14--15才間

においては、増加がみられない。各年令共男子がやや優位である。

足長は、 6才では男子17.6cm、女子17.4cm、9年間に男子は6.8cm、女子は5.2cm増加し、

15才では男子24.4cm、女子 22.6cmとなっているの また、年令聞の増加は男女とも 1.0cm以

内で、 11才までは男女間に大差はないが、 12才からしだいに男子が大きくなる傾向であ

る。

次に周径項目についてみると、胸囲は、 6才では男子57.6cm、女子55.0cmで、 9年間に男

子は21.3cm、女子は21.1cm増加し、 15才では男子78.9cm、女子76.1cmとなっている。年令聞

の増加寸法をみると、男子は14，.....，15才聞の増加が最大で3.6cmで、あった。 また、 10---13才間

の増加も大で、 10才以上は年間約3cmず、つ増加している。 しかし13，.....，14才間の増加は2.5cm

で比較的小であるが、これはこの時期が、身長の最大発育期にあたることを考えあわせて注

目すべきことである。女子では11--13才までの増加が大で、各年令間で、それぞれ:3.2"，3.6cm

増加しているが、 14，.....，15才間ではほとんど増加はみられない。

胴囲は、 6才で、は男子49.7cm、女子47.7cmで、 9年間に男子は13.4cm、女子は10.7cm増加

し、 15才では男子63.1cm、女子58.4cmとなっている。また年令聞の発育の最も著しいのは、

男子では12，.....，13才間で約3cm、女子は 8--9・10--11・11，.....，12才間で、各々約2cmの増加で

あった。また各年令共男子がやや優位で、 11才から男子の発育が著しく、男女の差がしだい

に大きくなっている。

腰間は、 6才では男子58.6cm、女子57.7cmで、 9年間に男子は21.4cm、女子は23.1cm増加

し、 15才で、は男子80.0cm、女子は80.8cmとなっている。また年令聞の発育の最も著しいのは、
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男子は11'""-' 12才聞で、4.4cm、女子は10'""-'11・11'""-' 12・13'""-'14才間で 3.6'""-'5.0cmの増加であっ

た。 8才までは男女聞に大差はないが、 9才からしだし、に女子の方が優位となっている。

なお、胸囲および腰囲と胴囲との差を男女について比較すると、第8表の通りである。

第8表 各年令における胸囲と問囲・摂囲と桐囲の平均値の差 (6，-....，15才) (cm) 

部 位 11
性別 I6才 I7才 I8才 I9才 110才 111才|町|吋 114才 115才

胸囲・胴囲

の差

腰囲・胴囲

の差

:lr;;lfz!刈;:;;[:::;:l:::::|;;:;;|:;:quit:;:
~ 
I
山:::l山:::i:;:::lI2171:;:;;[;:7127:

第8表によると、胸囲と胴囲との差は、男女共10才まで、は、ほぼ同じであるが、 11才から

の女子は、その差が男子より大となっている。また、腰囲と胴囲との差は全年令において女

子の方が大で、特に11才からの差は著しい。

すなわち、胸囲と胴囲の差は、 6才で男子7.9cm、女子7.3cm、 15才で男子15.8cm、女子

17.7cmで、あり、腰囲と胴囲の差は、 6才で男子8.8cm、女子10.0cm、15才で男子16.9cm、女

子22.4cmとなっている。

男子は全年令にわたり胸囲および腰囲と胴囲との差は小で、ずんどう型体型であるが、女

子は 9才頃から加令と共に胴のくびれが強くなり、成人の体型に近づく。

また、今回の被計測者の初潮年令調査を行なった結果は、第9表の通りである。

第 9表初潮年令調査

初潮年令 | 吋 I 12才 | 財 | 財 ! 町 1 
計

例数ω11 13.9 1 
38.3 j 34.8 I 

12. 1 
1 
0.9 
I ~ 

初潮年令の割合は、 12才が最も多く、 38.3%で、 13才が34.8%であった。

なお、柳沢氏によれば同計測の全国資料における15才既潮者の平均初潮年令は12才10カ月

と報告されている。

なお、 12・13才の既潮者の身体各部寸法を 100としたときの未潮者の各部位の割合を示す

と第5図のとおりである。

未潮者の長径項目は、 12・13才共に既潮者のそれよりいずれも劣っている。周径項目は長
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第5図 既潮者の身体各部位平均値を1∞とした時の未潮者の身体各部位の割合

長径項目 周径項目
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12才未潮者

90 
身長上腸骨腕高袖丈 脊丈 胸囲 胴囲

部位

腰囲 大腿囲

径の場合よりもなお未潮者は劣る。 12才の未潮者は13才の未潮者より著しく劣っている。

なお、 12・13才女子の標準偏差をみると、身長では、 12才6.8cm、13才5.2cm、ついで腰囲

は、 12才6.5cm、13才4.8cm、胸囲は、 12才5.5cm、13才4.7cm、胴囲は、 12才4.1cm、13才3.8

cmで、全年令中最も高い。このことは、この年令の成長速度に著しい個人差があり、女子生

徒の体型が同学年でも子供らしい体型と、成人女子のそれへと移行していく者とが混在して、

変異の幅を著しく広くしているものと思われるつまた、これらの時期の身体の成長は初潮と

互いに関連しているものと推察される。

頚付根囲は、 6才では男子30.5cm、女子29.4cmで、 9年間に男子は7.9cm、女子は6.2cm増

加し、 15才では男子38.4cm、女子35.7cmとなっており、各年令共男子がやや優位である。

上腕囲は、 6才では男子17.0cm、女子16.8cmで、 9年間に男子は6.6cm、女子は6.7cm増加

し、 15才では男子23.6cm、女子23.5cmとなっており、男女聞に大差はない。

大腿聞は、 6才で、は男子32.2cm、女子33.0cmで、 9年間に男子は13.6cm、女子は14.6cm増

加し、 15才では男子45.7cm、女子47.6cmとなっており、各年令共女子がやや優位である。
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頭囲は、 6才では男子50.5cm、女子50.2cmで、 9年間に男子は3.4cm、女子は3.2cm増加し、

15才では男子53.9cm、女子53.4cmとなっている。

脊肩幅は、 6才で、は男子29.5cm、女子28.5cmで、 9年間に男子は1O.9cm、女子は9.5cm増

加し、 15才では男子40.4cm、女子38.0cmとなっている。またその発育についてみると、身長

の増加とほぼ同様の傾向を示し、 8才までは男子がやや優位である。 9才から12才までの間

で一時的に女子がやや優位となる。 13才からの女子の増加量は僅少で、しだいに男女の差が

大となっている。

体重は、 6才では男子20.1kg、女子18.6kgで、 9年間に男子は27.9kg、女子は26.3kg増

加し、 15才では男子48.0kg、女子45.0kgとなっている。男女共15才では6才時の約2.4倍と

なるが、最も増加量の大きいのは男子では13--14才間で、5.5kg、女子は12--13才間で5.2kgの

増加である。しかし14才からの増加は緩慢である O

語結

以上の結果を要約すると次の通りである。

1. 身体各部位計測平均値は、ほとんどの部位で、年令の加わると共に増加する傾向を示

したが、各部位の年令聞の増加量は、男女の差および年令のちがし、によって相当の差がみら

れた。

2. 身長は 8才頃までは男子が優位である。 9才をすぎると女子が男子を一時的に上まわ

っているが、 14才からは増加がみられない。 6才から15才までの 9年間における最大発育期

は男子では13--14才聞で 1年間に 9.0cmの増加、女子では10--11才間で6.8cmの増加であっ

t~o 

3. 上半身の増加率は加令と共に大きくなるが、下半身のそれは加令と共に小さくなって、

この 2つの増加率の差は加令と共に小さくなることがわかる。

4. 上腸骨練高・膝高・股上前後長・袖丈・背丈・足長・脊肩幅は、身長の発育とほぼ同

傾向を示し、上腸骨東京高・脊肩幅は、 9--12才間で一時的に女子がやや優位である。

5. 胸囲・胴囲・頚付根囲・頭囲は、ほとんどの年令において男子が優位で、特に女子の

13才頃からの胴囲の増加は僅少で男女の差は大きい。

6. 腰囲は、 8才までは男女聞に大差はないが、 9才頃からは、女子が優位である。また、

女子の胸囲・腰囲の発育は特に著しく、胴囲との差が大となり、男子のずんどう型体型とは

対照的に異なり、女性特有の特徴を12才頃からしだし、にあらわしながら成人女子の体型に移

行していくものと推察される。
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また、身体各部位の発育の最盛期が、生理的成熟期の兆候と関係あることも推察される。

すなわち、男子の長径、周径の最大発育期の13--14才に比し、女子は初潮年令率の最も高い

12才の前年の10--11才間が最大発育期となってあらわれた。このことから女子が男子より一

足早く成長するものと推察される。

7. 上腕閤・大腿囲は、ほとんどの年令において女子が優位である。

8. 体重は加令と共に増加し、 15才では男女共に6才時の約 2.4倍となっている。男子で

は13--14才聞の増加が最も大であり、女子は12--13才間が大で、 14才からの増加は緩慢であ

る。

今後引続き今回の 6""15才の計測値と、同年・同時期・同計測方法で、行われた全国17地区

の男女児童・生徒の計測結果を比較し、あわせて、身体各部位の相関関係を明らかにして、

それぞれの発育状態の特徴を正しく把握し、信頼できる被服寸法の設定と、被服構成のため

の資料に役立てたいと思う。

終りにこの計測に際し、よく協力して下さいました広島市立千田小学校および同国泰寺中

学校の校長先生ならびに諸先生方、児童・生徒の皆さんに厚くお礼を申し上げます。なお、

計測については、お茶の水女子大学柳沢澄子教授、統計処理については、広島女学院大学山

内光哉助教援にご指導いただきましたことを深く感謝いたします。
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[ABSTRACT] 

Body Measurement 

The Size of Parts of the Body (5) 

Report (1) 

Mitsuko FUJITA， Yoshiko KIMURA， and Midori WADA 

The recent trend of the increasing modernization of life， a shortage of labor and 

steep rises in wages in the五eldof producing and making garments shows an inevita-

ble change into the age when people prefer ready-made clothes. 

Though the consuming public are paying increasing attention to the change in the 

necessaries of life and the agencies concerned are also taking positive administrative 

measures toward the consumption at large， there still remain many problems concern-

ing goods for consumption， especially articles of clothing. Among other things，‘size' 

is an important problem for us to solve as early as possible today. 

The current standard of size or measurements is， in most cases， set up by J. I. S. 

(Japanese lndustrial Standard) or determined by the makers respectively， but the 

basic data with which these sizes were determined are not always obtained by the 

practical measurement; they are rather based on mere experience. That is why there 

are considerable di妊erencesin size or measurements determined by the makers. People 

often feel uneasy and dissatis:fied with the ready-made garment they are going to buy. 

Recently The lndustrial Technology Academy undertook a large scale measurement 

of the bodies of the Japanese people under the auspices of the Education乱1inistry，

the Welfare 11inistry， the Home Economic Society of Japan， Japan Consumers' Society 

of Textile Products and Japan Anthropology Society. The aims of this measurement 

are to get basic and exact data concerning garment size， to determine proper size， to 
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standardize the names of size， to establish proper Japanese Industrial Standard and 

thus to rationalize production and consumption. 

The first measurement was carried out all the country over in 1966. The subjects 

then were 14826 boys and girls (6--15 of age) of primary schools and junior high 

schools in those seventeen districts， into which the whole country was conveniently 

divided. In 1967 the subjects were 16310 pupils and students of kindergartens， senior 

high schools and colleges including working men and women (22--29 of age). 

In those缶stand second measurement our college took charge of the Hiroshima 

Districts. 明Te measured parts of the bodies of 200 boys and girls of the Frazer 

Kindergarten and The Gaines Kindergarten， 624 pupils (1st-...，.，6th) year of Hiroshima 

Senda Primary School， 320 students (1st--3rd year) of Hiroshima Kokutaiji Junior 

High School， 300 boy and girl students (18--21 of age) of Hiroshima University and 

Hiroshima Jogakuin Women's college and 100 grown-up men and 'vvomen (22--29 of 

age) working at Toyo Kogyo Co. L. t. d. 

We have arranged and examined the data obtained from the measurement of boys 

and girls of the primary schools and the junior schools in 1966. We have also 

compared our results with the mean value obtained from the same measurement in 

the seventeen districts and reported by the Industrial Technology Academy some time 

ago. Our present report is concerned about the results obtained from this work 

including our examination into the size of parts of body and the growth of bodies of 

the Japanese people. 
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昭和41年度に広島市立千田小学校・同国泰寺中学校の男女児童・生徒 (6........15才)944例

について身体各部位の計測を行ない、考察し、その結果を第 1報1)において報告したの

今回は、その結果を同年・同時期・同計担.u方法で、行なわれた全国17地区の男女児童・生徒

の計測結果2)と比較し、広島および全国の男女児童・生徒 (6........15才〉の体型・身体各部位

の発育について検討し、さらに各項目相互間の相関係数を得て、そのうち今回は12項目の 6

つの組み合わせによる相関係数を検討したので、その結果を報告する。

計測結果および考察

被計測者の年令および例数は第 l表の通りであるつ

なお全国計測平均値を全固または全、広島計測平均値を広島または広と略す。

被計測者の年令および例数第 1表

7433 

473 

7393 

言十

591 

50 
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学校

地区別 i 小 学

l6才 7才! 8才 I9才 10才

[2385;8;;5050850  l 

凶 819 I 839 : 819 I 845 I 825 i 866 i 8∞i7%! 
21 50 I 50: 50 I 50 i 50 50 I 50 i 50 

別

男

女

全

広

全

法ム

471 広

被計測者は、旭川・秋田・福島・千葉・長野・金沢・静岡・名古屋・奈良・鳥取・広島・

京阪A・Bの大都市4地区に在住し、 それ高知・鹿児島の中都市13地区および京浜A.B、

らの両親の75%以上が調査県の出身者であるつ

ホこの研究は著者たちと本学の非常勤講師である兼田照子との共同研究である。
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生体計測一身体各部位寸法について(5)ーその且一

第 1-1~ 全国・広島男女の身体各部位計測平均値の比較 (6"，15才〕
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第 1-2図 全国・広島男女の身体各自:位計測平均値の比較 (6，"，"，15才〉
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生体計測一身体各市位寸法について(5) その旺一 一 225-

第 1-3図 全国・広島男女の身体各部位計測平均値の比較(6 ---.，15才)

(幅径・体重)

全国一? 広島-3 背肩幅

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

年令(才)

体重

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

年 令(才)

第2-1・2、3、4-1・2表および第 1-1・2・3図により全国・広島の男女児童・

生徒の 6才から15才にいたる成長の傾向を概観すると次の通りであるつ

長径項目についてみると、 身長は、男子6才では全国 113.9cm、 広島113.7cmで、 15才

までの 9年間にそれぞれ約48cm増加し、 15才では全国 161.5cm、 広島 161.3cmとなってお

り、両者間に大差はないが、広島の10・13才男子が全国よりやや小さいようである(また加

令による発育もほぼ同傾向で、 各年令間の発育の最も著しいのは共に 13，，-，14才問で、全国

7.1cm、広島 9.0cmの増加を示すが、 14，，-，15才間での増加ぽ小となっ、全国 3.1cm、 広島

4.6cmの増加となっている c 女子 6才でほ全国 112.6cm、 広島 11l.6cmで、 9年間にそ
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れぞれ約41，，-，42cm増加し、 15才では全国153.7cm、広島 153.5cmとなっており、 9・14才を

除いていずれの年令も広島がやや劣り、特に12才においては2.0cmも小であった。各年令間

の発育の最も著しいのは共に10"-'11才間で、全国6.4cm、広島6.8cmの増加を示しているが

11才からの増加は、両者共漸次小となり、 14"'15才間では全国 0.8cm、広島-O.lcmとなっ

ている。

上腸骨藤高・膝高は、いずれも身長の発育とほぼ同傾向を示し、男女各年令共、全国・広

島問に大差はなし、。また9年間に、上腸骨東京高は両者共に男子i主約29cm、女子は約24cm、

膝高は男子で、はそれぞれ約13"，14cm、女子はそれぞれ約lO---l1cm増加している台

胴高は、男女各年令共広島がやや小で、特に男子は10・12・13才、女子江12才が劣ってい

る。

股上前後長は、男子では各年令共広島が著しく劣り、約 1--3cm小であるつまに女子も各

年令共広島がやや小である。

袖丈は、男子6才でほ全国35.4cm、広島35.0cmで、 9年間にそれぞれ約16"，17cm増加

し、 15才では全国51.7cm、広島51.8cmとなっている。また加令による増加もほぼ同傾向で、

各年令間の発育の最も著しいのは、 13---14才間で全国2.3cm、広島3.1cmで14"-'15才聞にお

いても増加がみられる C 女子6才では全国34.8cm、広島34.5cmで¥9年間にそれぞれ約14

，，-，15cm増加し、 15才では全国49.3cm、広島49.0cmとなってし、る。各年令間の発育(土、両者

共 6---7才聞は約 1cm、8，......12才間は約2cmの増加であるが、 13才からの増加は漸次小とな

り、 14--15才間ではほとんど増加はみられない。

背丈は、男子では各年令共全国・広島聞に大差ないが、女子は各年令共広島がやや小で、

特に 6・7才が劣り、約1cm小となっている。

足長は、男子6才では全国17.7cm、広島17.6cmで、 9年間にそれぞれ約 7cm増加し、 15

才では全国24.2cm、広島24.4cmとなり、両者の間に大差はない。各年令間の発育i土、両者

共 6"-'7・14--15才間がやや小であるが、その他の年令問では約 1cm増加している。女子

6才では全国・広島共に 17.4cmで、 9年間にそれぞれ約 5cm増加し、 15才では両者共に

22.6cmとなっている。各年令間の発育は、両者共に 6---7才聞は約0.5cm、 7"'11才間は

約 1cm増加しているが、 11才からの発育は漸次小となり、 14--15才間においてはほとんど増

加はみとめられない。

周径項目についてみると胸囲は、男子6才では全国57.2cm、広島57.6cmで、 9年間にそ

れぞれ約21，，-，22cm増加し、 15才では全国79.3cm、広島78.9cmとなっており、両者間に大差

はないが、広島の10・14才がやや小であるの各年令聞の発育は加令と共に市次大となってい
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るc女子6才では全国55.5cm、広島55.0cmで、 9年間にそれぞれ約21"，，-，23cm増加し、 15才で

は全国78.3cm、広島76.1cmとなっており、概して広島は全国より小で、特に11""-'15才のも

のが著しく劣うている。各年令間の発育は加令と共に漸次大となるが、 14""-'15才においては

その増加は小となる。

胴囲i士、男子6才では全国49.3cm、広島49.7cmで、 9年間にそれぞれ約13"，，-，14cm増加

し、 15才でほ全国 63.7cm、広島 63.1cmとなっており、 6・13才を除いてほ広島がやや小

で、特に 9・10才が劣っているの各年令聞の発育は、加令と共に漸次大となるが、 14""-'15才

間での増加は小となり、全国1.6cm、広島1.2cmの増加である。女子6才でほ全国 47.8cm、

広島47.7cmで、 9年間にそれぞれ約11""-'12cm増加し、 15才では全国59.3cm、広島58.4cmと

なるが、概して広島が小で、特に10才が劣り 1.4cmも小である。主た各年令聞の発育l土、ほ

とんどの年令においてそれぞれ約 1"，，-，2cmの増加であるが、 14""-'15才問での増加ほ小となっ

ている。

腰聞は、男子6才で;土全国58.3cm、広島58.6cmで、 9年間にそれぞれ約21"，，-，24cm増加

し、 15才では全国 82.5cm、広島 80.0cmとなっており、 ほとんどの年令において広島が劣

り、特に13才では 2.6cmも小である。各年令聞の発育の著しいのは、両者共10"-14才間で、

年間約3"，，-，4cmの増加であるが、 14----15才問での増加は小となり、両者共約2"，，-，3cmの増加と

なっている。女子6才では全国58.6cm、広島 57.7cmで、 9年間にそれぞれ約23"，，-，27cm増

加し、 15才では全国85.6cm、広島80.8cmとなっており、各年令共広島が非常に劣り、 15才

でぽ 4.8cmも小となっている。各年令聞の増加は、両者共、概して 9才からの増加が大で、

年間約 3"，，-，5cmの増加を示しているが、 14"-15才での増加は小となり、全国は約 1.8cm、広

島ほO.2cmとなっている。

頚付根囲は、男子6才でほ全国29.4cm、広島30.5cmで、 9年間にそれぞれ約8"，，-，9cm増加

し、 15才では全国38.2cm、広島38.4cmとなっており、両者の間に大差ぱなし、。各年令間の

増加は、加令と共に大となり、 14"-15才間では全国1.3cm、広島1.7cmの増加を示している。

文子6才でほ全国28.8cm、広島29.4cmで、 9年間にそれぞれ約7cm増加し、 15才では全同

35.8cm、広島35.7cmとなり、両者の聞に大差はない。

と腕囲;土、男子6才では全国 16.7cm、 広島 17.0cmで、 9年間にそれぞれ約7cm増加し、

15才では全国23.7cm、広島23.6cmとなり、両者の間に大差はない O 各年令間の発育は、概

して年長者の増加が大で、 13"-'15才は年間約1cmの増加であるの女子6才では全国 16.6cm、

広島16.8cm、9年間にそれぞれ約7cm増加し、 15才でほ全国23.4cm、 広島 23.5cmとなっ

ており、両者の間に大差はないの各年令間の発育は、年長者の増加が大であるが、 14""-'15才
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聞の増加は小で、全国0.6cm、広島0.2cmである。

大槌閤は、男子6才でほ全国 32.4cm、広島32.2cmで、 9年間にそれぞれ約 14cm増加し、

15才では全国 46.7cm、広島45.7cmとなっており、各年令共広島が小で、特に10--14才が

劣り、全国より約1---1.5cm小となっている。女子6才では全国33.1cm、広島33.0cmで、 9

年間にそれぞれ約15，....，16cm増加し、 15才では全国48.7cm、広島47.6cmとなっており、各年

令共広島が劣り、特に13・15才が小である。

頭聞は、男子6才では全国 50.6cm、広島 50.5cm、女子6才では全国 49.8cm、広島 50.2

cmで、男女共9年間に約3--4cm増加し、 15才では男子は全国54.6cm、広島53.9cm、女子は

全国53.9cm、広島53.4cmとなっており、両者の聞に大差なく、また加令による増加も小で

ある。

幅径項目にういてみると背肩幅は、男子各年令共全国・広島聞に大差はなく、 9年間にそ

れぞれ約11--12cm、女子は両者共9.5cm増加しているつ

体重についてみると、男子6才でほ全国19.5kg、広島20.1kgで、 9年間に約28，....，30kg増

加し、 15才では全国 49.3kg、広島 48.0kgとなるが、広島がやや小で、特に10・15才が劣っ

ている。各年令間の増加は、加令と共に大とな i)、14才では最大を示し、全国 5.4kg、広島

5.5kgの増加となっている。女子6才で、は全国18.7kg、広島18.6kgで、 9聞にそれぞれ約

27kg増加し、 15才では全国46.1kg、広島 45.0kgとなっているが、ほとんどの年令において

広島が小で、特に12・15才が劣っている。また各年令間の増加は、概して加令と共に大とな

っているが、 14--15才での増加は小となり、 全国は 1.7kg増加し、広島の増加はみられな

し、(

次に第2--1・2表の標準偏差について年令的変化をみると、男子は各項目とも全国・広島

共に12--15才のものの変異の幅が広く、特に12・13才において著しし、。女子は両者共に身長

・上腸骨株高などの長径項目は、概して 9--12才、胸囲・腰固などの周径項目は10--15才、

背肩幅の幅径項目は10--15才のものの変異の幅が広くなっているゥ

次に身長の増加寸法を上半身と下半身に分けてみると、その割合は第5-1・2表および

第2凶の通りである。ただし、後胴高の増加を下半身の増加とみなす。

全国・広島の男女共に、上半身の増加率は加令と共に大となり、下半身のそれは加令と共

に小となり、それら 2つの増加率の差は加令と共に小となっている。すなわち年少者で、は身

長の増加の大部分が下半身の成長でしめられるが、年長者では上半身と下半身の成長の割合

はほぼ等しくなっているつ
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第5-1表 全国・広島男子の各年令間における身長増加寸法に対する上半身と下半身の割合・増加率

(6 ---15才〉

部位ヨ!日寸法11i6~7才1
7---8才18~9才l9~叩才iト 11才11川 2才llN3才|ト吋14---15才

身長増加寸法!全 ¥1 2.ぉ 5.691 4.821 5.161 5.13 I 5侃 1 6.82 I 7.12 I 4.36 
(叩)1広 3.161 5.651 4.761 3.941 6.09 i 5.461 6.361 9.041 3.18 

上半身増加率|全 11 20.141 27.771 26.971 25.781 28.071 32.871 41.641 44.521 50.92 
(%) 1広 12.341 22.481 24.581 28.171 33.681 43.771 40.881 42.481 41.19 

下半身増加率|全 1: 79.861 72.23! 73.031 74.221 71.93! 67.13! 58.361 55.481 49.08 
(%) 1広 1:87.661 77 . 52 i 75.42 I 71. 83 1 66.321 56.231 59.12157.52158.81 

第5-2表 全国・広島女子の各年令間における身長増加寸法に対する上半身と下半身の割合・増加率

(6 ---15才〉

部位・増加寸法1 ~地， h _ '7 -;，-' '7 _ Q -;，-I 
(率)iE 16~7才1

7---8才1
8---9才 9

，，-，10才[10"-'11才i11"-'12才|12，，-，13才113"-'14才114"-'15才
身長増加寸法|全 3.49I 5.62 I 4.971 5.95 I 6.37 I 6.34 i 4.431 3.11 1 0.84 

(cm) I広 3.73I 6.29 I 6.16 I 3.48 1 6.82 i 5.24: 5.68 i 4.63 I( -0.14) 

上半身増加率|全 23.781 23.311 24.751 24.371 33.911 34.86 
I 

46.951 48.881 65.48 
(%) I広 :1 27.61 I 

26.71 
I 
28.25 i 20.40 I 33. 14 I 35.50 i 

43.33 
I 
46.00! 

下半身増加率 l全 I 76.22 I 76.69 1 75.25! 75.63 I 66.90 I 65.14 1 53.05 I 51.12 I 34.52 
(%) ;広 72.39' 73.29 71. 75 79.60 166.86!6450 156.67J54001 

註 -0.14の項目については憎加率の計算を行なわず。

第2図 全国・広島男女の各年令間における身長増加寸法に対する

上半身と下半身の増加率の比較 (6，，-，15才)
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第3図 全国・広島男子の計測平均値(身長・胸囲他)に対する
女子の比率の年令的推移 (6，，-，15才〉
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次に全国・広島の各年令の身長・上腸骨椋高・背肩幅・胸囲・胴囲・腰囲の各項目につい

て、男子各年令の各部位の平均値(100)に対する女子の比率を求め、その年令的推移をみ

ると第3図の通りである。

まず身長・上腸骨赫高などの長径項目は、全国・広島ほぼ同傾向で、 8才頃までは女子は

男子の98---99%であるが、 9--12才においては101%となりやや男子を上まわる。しかし14才

からの女子の割合は小となり、 15才では身長は男子の95%、上腸骨車京高は94%となっている。

背肩幅は、全国は10才までは男子の99%、11・12才で101---102%となるが、 15才では94%

となっている。また広島は6才では男子の97%であるが、加令と共に大となり、 9--13才は

男子をやや上まわる。しかし、 14才からの割合は小となり、 15才においては全国と同じく94

%となっている。

胸囲は、 6才では全国は男子の97%、広島は95%で、加令と共に男子との差は小となり、

一時的に男子を上まわるが、 15才においては全国は男子の99%、広島は97%となっている。

胴囲は、全国・広島ほぼ同傾向で、いずれの年令も男子より劣り、特に12才からの割合は

小となり、 15才においては男子の92--93%となっている。

腰囲は、ほとんどの年令において男子を上まわり、 13才では全国106%、広島104%の最大

値を示している。

次に全国・広島男女各年令の身長・上腸骨株高・背肩幅・胸囲・胴閤・腰囲の7部位につ

いて、 15才を基準として1¥1011isonの関係偏差折線をかくと第4凶の通りで、男女の各年令

の各部位が15才値に近ずく様子ならびに各部位を組み合わせた各年令の体型が、 15才体型に

移行する状態を概観することができる。

まず男子についてみると、いずれの部位も加令と共に15才値に近づくが、 15才値を上まわ

る部位はなく、 14才においても15才値との聞にかなりの差がみとめられる。まずこ各年令の15

才体型に移行する状態は、身長を除き全国・広島ほぼ同傾向である。なお身長については広

島の偏差値が小であったため全国と広島は異なった傾向で、あるが、これについては今後の問

題点にしたし、と思う。女子については12才頃から急速に15才値に近づき、 14才ではほとんど

15才体型に接近している。
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第4図 全図・広島男女体型の年令差(6 -----15才〉
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次は計測部位における各項目の相関マトリックスを作った中から、今回は12項目の6つの

組み合わせによる相関を試みたもので、 6--15才聞の各測度の相関係数およびそれらの有意

性の検定の結果は第 6-1・2表の通りである。

第 6-1表 全国・広島男子各測度間相関係数 (6，，-，15才)

!地
項目!区I1 6 才 17 才 18 才 19 才 110才 111才 112才 113才 114才 115才

!別

1 1身 長|全II~ 仰*I~.~~開I~.~伊~I~ 目的 ~~~~I~.~~吋0.661料|074州0.636林I~.~~~~
胸 囲|門広可吋吋iri?O4m|O

2引|上腸 骨 束糠車 高 |除閏全到II~.~邸2お5林吋叩i2.~紛4必3林吋叩i~.~~~~林吋叩本判叩I~.必必.835幻邸3お5林吋叩I~'~~~臼3林吋叩I~.~邸町5町7*林削ネ判叩I~'飴締8鎚紡8部5林吋叩iO . 8却96併併例桝州本恥判林判a。吋味s暗~I事円'10 . 8附6ω9林吋0.8お35抑林
膝高|広110.907判0.912村0.911料 [0.941**:0.860林 [0.915林 10.965林 [0.942林 [0.95榊 0.943林

3 ，背肩幅!全il~.~~~~~I~.~!?吋0.472吋0.484判0.535林1~.~2Z問0.604林12. Z~~判0.638林 0.538林
l 頚 付根囲|広1[0.633判0.371料 ;0.402林 [0.648判0.507料 10.739林 10.786林 10.833序列0.714押 υ.777料

4 1 股上前後長|全112.~~~林i2.~~2料IQ.~~~林12.~1Z~~12.~~~林12.~~!料12.~!!料12.~~?料!2.~~Z林り .563林
腰 囲|広II~ 側林iO . 6門0.78例I~'~~~林I~ω林i~'~~門0.8吋0.8問。 790吋 7花林

5 ，胴囲!全I!~. Z~~吋0.722林10 . 773吋0.799判0.778林e.~~~判0.811料12.~1~林!2.~~~叩.8
体重(広110.809林 0.764林 0.743林 0.781林 [0.697林 :0.763林 [0.92併*[0.899林[0.846紳 0.867林

jJ~jí~. ~~~_~_.~J~. ~~:_:._J~. ~:~_~._~.!~. ~~:-~ ~_I~. ~:~ ~_~J~. ~~~ ~__~.I~. :~~:-'~I~. ~::-:--:-I~. ~=~-:--:-I~ 

6 I夫盟国間:器開:部;;:;:開:;判:部;:獄|;:罰法|3:器禁|;:完関:温泉

第 6-2表 全国・広島女子各測度間相関係数 (6，，-，15才)

i地
項目|区[1 6 才[ 7 才[ 8 才[ 9 才[10才 [11才[12才[13才[14才[15才

|別

1 1身 長|全I!~.!~例。間町田O林(0 脳科0 臼州0.68州0.657林10462林I~ 訓内部2料
胸 囲|広li~'~:~林i~'~~~林|0431門0.64内0.678林|O 側林10 . 67門0 叫門om*i0159林

2 ，上腸骨椋高|全|;0.81桝i~. ~~~~~i~. ~~~林I~.~~例，2. ~~~::i2. ~~~内0.873**0.81許可~.~~~~~I膝高|広[:0.901林iO.902林[0.957料[0.927林 0.929林 0.915林 0.965料~O.829林 [0.930林 [0.924林
|||ill

・
1
・
1
・
i||

3 1 背肩幅|全I!~'~~~問0.436料0.496料I~'~~?林;2.~~~林!2.~!~林12.~~~吋0.573林I~.~~~林I~.~~~林
頭付根囲 Filo5伊 |OWネ

I~'~勺
0 飢林10 附*108内

0 附本|O 側料10.3附10.243料

4 1 股上前後長|全|i0599帥i0.597ナ;0.~?1ω~O. 671合12.?~9帥12. Z?~料i~' ~?~~~i~. ~~~~~i~. ~~2~~1 
腰 囲!広!iO.77せ竹[0.506**，0.761林 0.833林 0.571**:0.708料 iO.865竹 iO.662料0.767判0.693林

lli11.|.1
・
11u|||

5 1 胴囲|全li0.745林i~'Z~~林10 . 784林i~. ~~~林|0.787林IQ.~!~:判0.801林I~' Z~!料I~. ~~~林I~.Z~~林
体 重|広[0835

林 10.76門0.802林 jO郎内0.838林 10.708林 10.89榊 iO.826料 1

0.853竹0.740林

6 1 上腕囲|全li~. Z~~吋0.830料0.821料0.833林I~.~?~林，0.842料0.840判0.787率引0.784吋0.769**
大腿囲|広

:1
0.788林
1
0.839門0.865林 10869林

1
0.817**;0.795判

0.891ペ0.911門0.871門0.866
林

註*危険率 P<0.05 林危険率 P<O.Ol 

各測度聞の相関係数の有意性の検定は、 6才の一部を除いて全国・広島共ほとんどのもの

が、危険率 1%水準で有意で、高い相関を示している。

なお各年令間の相関係数の差の検定を行なった結果は第7表の通りである。

この表により、広島女子の胴固 体重、広島男女の上腕囲一大腿囲を除きほとんどの項目

は、危険率 1--5%水準で、年令聞に有意差がみとめられた。

また各測度聞の相関係数と、それをピアスンのZ変換した値により、相関の年令傾向をみ
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ると第5-1・2図の通りである。

まず身長一胸囲については、全国・広島はほぼ同傾向で、男子は各年令共0.5以上の相関

を示し、概して12--14才の相関が高く0.6--0.8である。女子13才までは0.4以上の相関を示

第 7表年令間の相関係数の差の検定 (6'"'-'15才間〉

項目

÷ll;:;;:: 

ム Jl;::;:;
全 l719056 林

一:ll::::::

身長

胸

2 

上腸骨株高

膝高

肩幅

頭付根回

股上前後長

囲

日同 囲
*ネ

57.29 

50.29 

ネキ

*P<0.05 料 P<O.Ol

[(n-l)Zr J2 x2ニエ[(n-l)Z~J 一一一一一L;(n-l) 
df= k -1 ただ、し、 nl，士各群の人数、 hはク。ループの数

し、概して 9--12才のものが高

い。 13才からは漸次イ尽くなり、

14・15才ではほとんど相関はみ

られない。

上腸骨株高-膝高は、全国・

広島の男女各年令共に 0.8以上

の非常に高い相関をしめしてい

る。また広島男女の相関は全国

より高くなっている。

背肩幅一頚付根囲は、全国・

広島の男子は0.4以上の相関を

示し、両者共13才の相関が最も

高く、全国0.7、広島0.8となっ

ている。女子は全国6才、広島

15才をのぞきほとんどの年令に

おいて 0.4以上の相関を示し、

概して10--13才の相関が高く、

0.6--0.8であるが、 14才からの

相関は漸次低くなっている。ま

た広島男女の相関はほとんどの

年令のものが全国より高くなっ

ている。

股上前後長一腰囲は、全国・

広島男女各年令共に0.5以上の

相関を示し、概して年長者の相

関が高く、男子は両者共に13才

の相関が高く、全国0.7、広島

0.9である。女子は12才のもの

が最も高く、全国0.8、広島0.9
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第5-1図 各測度聞の相関の年令傾向(6 -----15才〉
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第 5-2図 各測度聞の相関の年令傾向 (6"，15才)
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となっている。また全国の女子は各年令共男子より高い相関を示している。

胴回一体重は、全国・広島男女各年令共に 0.7以上の非常に高い相関を示し、概して年長

者の相関が高いが、女子においては14才からの相関は漸次低くなっている。

上腕囲一大腿囲は、全国・広島男女各年令共に 0.7以上の非常に高い相関を示しており、

概して広島の女子の相関は男子より高くなっている O

各組み合わせについては以上の通りであるが、全国に比して広島は必ずしもスムースな曲

線でなく、また相関の最大を示す年令も異っている。これは広島の例数が少ないためか、そ

の他の理由によるものか、この点については今後の問題にしたし、と思う。

ホ士 壬五
'"口 口口

以上の結果を要約すると次の通りである。

1. 全国と広島の身体各部位計測平均値を比較すると、両者の問に大差はないが、今回の

広島の男子はやや細身型の体型であった。また年令別にみると10才男子が全国に比して小さ

いようである。女子は9才の長径項目のみが全国よりやや優位である他は、ほとんどのもの

が全国より劣り、特に10・12才が小であった。

2. 標準偏差の変異の幅の大きいのは、男子は各項目共12'""'15才、女子の長径項目は9--

12才、周径項目は11--15才で、それらの年代の型紙を作成する場合、それ以前の年令期より

もサイズの数を多くする必要がある。

3. 各項目の年間増加寸法(量)の最大値を示す時期に性差がみられ、男子では全国・広

島共にほとんどの項目が13・14才聞に著しい発育をみせているが、女子は一定の年令聞では

なく、長径項目は10--12才問、周径項目は10---13才間の発育が大で、 14--15才間においては

各項目とも発育はきわめて小である。

4. 男女の発育のずれにより、女子の方が一時的に男子を上まわる項目は、全国・広島共

身長・上腸骨東京高・胸囲・背肩幅・体重である。全年令にわたり、男子優位の項目は、両者

共膝高・胴囲・頚付根回・足長で、女子優位の項目は、腰囲・上腕囲・大腿囲である。背丈

・胴高・股上前後長は男女間に著しい差があるが、これは男女で胴囲線のきめ方が異なるた

めで、女子の方が胴囲線の位置が高い。

5. 全国・広島男女の各年令聞における身長増加寸法に対する上半身と下半身の割合につ

いてみると、両者共に上半身の増加は加令と共に大となり、下半身のそれは加令と共に小と

なっている。すなわち年少者では身長の増加の大部分が下半身の成長でしめられるが、年長

者では上半身と下半身の成長の割合はほぼ等しくなっている。
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6. 男女の体型の差異は、長径項目は13才頃から、周径項目は10才頃から漸次あらわれは

じめ、 15才における差は著しし、。すなわち15才の男女を比較すると、男子は身長・背肩幅に

おいて女子より著しく優位で、身長の高い肩幅のはった体型を示している。女子は腰固と胴

囲の差が著しく、胴のくび、れた成人女子の体型へ移行してきていることが推察され、なお、

性差がみられる。

7. 男女各年令の体型を、 Mollisonの関係偏差折線により比較すると、男子は14才にお

いて各項目とも15才値の聞にまだかなりの差があるのに対し、女子は12才を過ぎると急速に

15才体型に接近している。この女子の発育については、初潮と密接な関係があるものと推察

される。すなわち今回の被計測者の初潮年令調査によると、全国は12才10カ月 3)、広島は12

才5カ月で、その前年あたりで発育のピークを示し、男子より一足早く 15才体型に近づくこ

とを示している。なお男子身長において広島の関係偏差値が小であるため全国・広島異った

傾向であるが、これについては今後の問題点にしたいと思う。

8. 12項目の 6つの組み合わせによる相関係数についてみると、身長一胸囲、背肩幅一頚

付根囲、股上前後長一腰囲が0.4以上、胴囲 体重、上腕囲 大腿囲が0.7以上、上腸骨株高

一膝高は0.7以上で、 6"" 15才についてはほとんどが高い相関を示しているが、今後その他

の組み合わせ、またその他の年令についても同様相関を求め、相関が成長発育とどのような

関係にあるか検討し、被服構成上の参考にしたし、と思う。

なお引続き昭和42年度に計測した幼稚園児・高校生・大学生・一般成人の男女 (900例〉の

計測値の集計整理を行ない、今回の小・中学生の計測平均値と併せ、幼児から一般成人まで

の一貫した身体各部位寸法およびその増加寸法と、それぞれの発育状態の特徴を正しく把握

し、信頼できる被服寸法を設定するための資料に役立てたいと思う。

またこれらの資料が工業技術院によって全国的に集計整理され、日本人の性別・年令別・

地域別などの体格分布ならびに身体各部位のす法基準などが明確にされることと思われるが、

これにより合理的な衣料寸法の規格が制定され、生産と消費の合理化が一日も早く実現され

ることを期待する。

終りにこの計測に際し、よく協力して下さいました広島市立千田小学校・同国泰寺中学校

の校長先生ならびに諸先生方・児童・生徒の皆さんに厚くお礼を申し上げます。なお計測に

ついては、お茶の水女子大学柳沢澄子教授、統計処理については広島女学院大学山内光哉助

教援にご指導いただきましたことを深く感謝いたします。
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[ABSTRACT] 

Body Measurement 

The Size of Parts of the Body (5) 

Report (II) 

孔1itsukoFU]ITA， Yoshiko KIMURA， and Midori WADA 

In 1966 we took measurement of parts of the bodies of the 944 boys and girls aged 

from 6 to 15 of Senda Primary School and Kokutaiji ]unior High School in Hiroshima 

city. The data were examined and the result was reported in our previous paper， 

REPORT (I). 

Our present paper is to report the result of the following work; (1) To compare 

the data obtained in our measurement with those obtained in the seventeen districts 

of the whole country where the same measurement was made at about the same time 

of the same year and in the same way. (2) To examine and compare the physical 

makes and the characteristic features of the growth of parts of the bodies of boys 

and girls 6--15 of age) in the Hiroshima district and in the whole country. 




